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1.  平成21年5月期第3四半期の連結業績（平成20年6月1日～平成21年2月28日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年5月期第3四半期 53,631 ― 2,688 ― 2,654 ― 1,405 ―

20年5月期第3四半期 47,094 24.4 1,803 4.7 1,773 3.1 950 2.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年5月期第3四半期 100.33 100.18
20年5月期第3四半期 66.44 66.33

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年5月期第3四半期 19,836 10,476 52.8 748.69
20年5月期 19,456 9,353 48.1 662.88

（参考） 自己資本  21年5月期第3四半期  10,471百万円 20年5月期  9,348百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年5月期 ― ― ― 12.00 12.00
21年5月期 ― ― ―

21年5月期 
（予想）

12.00 12.00

3.  平成21年5月期の連結業績予想（平成20年6月1日～平成21年5月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 71,000 10.3 3,260 18.1 3,200 17.8 1,700 20.6 121.40



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、２ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する
定性的情報をご覧ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基
準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年5月期第3四半期 14,375,000株 20年5月期 14,375,000株

② 期末自己株式数 21年5月期第3四半期 388,940株 20年5月期 271,700株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年5月期第3四半期 14,010,628株 20年5月期第3四半期 14,305,248株



 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国発の金融危機に端を発した世界的な経済活動の減速による

株価の下落や円高による企業収益の悪化、個人消費の低下など大変厳しい状況でありました。 

 小売業界におきましても、消費低迷を背景に引き続き消費者の節約志向の強まりから経営環境は非常に厳しい状況

となっております。 

 このような状況の中、当社グループでは新たな商圏の獲得を図るため、平成20年12月にラ・ムー赤穂店を新規出店

いたしました。価格戦略といたしましては、地域の皆様の家計応援として、第１、第２四半期に引き続き当第３四半

期におきましても購買頻度の高い商品約100品目以上を２割から５割値下げした「生活応援宣言セール」を実施しま

した。さらに、平成20年12月に期間限定の「総額１億円利益還元セール」として店頭売価から更に値下げすることで

お客様への利益の還元を実施し、多くのお客様より高い支持を得ることができました。 

また、ＰＢ商品の積極的な開発と物流センター及び店舗在庫商品の管理の強化による仕入原価の低減を図るとともに

管理部門の経費削減にも積極的に取り組んでまいりました。  

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は536億３千１百万円、経常利益は26億５千４百万円、四半期純利

益は14億５百万円となりました。  

  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、有形固定資産の増加等により前連結会計年度末比３億８千万円増の198億 

３千６百万円となりました。 

  

 平成21年５月期通期の連結業績予想につきましては、概ね計画どおりに推移しており、平成21年１月14日公表の業

績予想に変更ありません。  

  

該当事項はありません。  

   

１．簡便な会計処理  

   簡便な会計処理については重要性が乏しいため記載を省略しております。 

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  該当事項ありません。  

  

定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（会計基準等の改正に伴う変更）  

１．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

 関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

 諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

２．「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたことに伴 

 い、従来、卸売部門については、総平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間よ 

 り総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定 

 しております。これによる、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利 

 益に与える影響は軽微であります。 

３．「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第１部会）、 

 平成19年３月30日改正）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（ 

 平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正）が平成20年４月１日 

 以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、 

 第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっておりま 

 す。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期

 間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。なお、リース取引開始日がリース会計基

 準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については引き続き通常の賃貸借取引に係る方

 法に準じた会計処理によっております。これによる、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び 

 税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。  



（追加情報） 

 建設協力金は、前連結会計年度末まで、「長期貸付金」として表示しておりましたが、その内容を明瞭にす 

 るため第２四半期連結会計期間末より「建設協力金」として表示しております。 

  なお、前連結会計年度末に係る要約貸借対照表の「長期貸付金」1,254,612千円はすべて「建設協力金」であ 

 り、「短期借入金」のうち14,586千円、「長期借入金」のうち154,232千円は「預り建設協力金」であります 

 す。 また、預かり建設協力金は、前連結会計年度末まで、「短期借入金」及び「長期借入金」に含めて表示 

 しておりましたが、第２四半期連結会計期間末より流動負債「その他」及び固定負債「その他」に含めており

 ます。  



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,183,588 5,176,058

受取手形及び売掛金 3,817 12,027

商品 1,784,503 1,918,257

貯蔵品 25,366 24,351

その他 1,309,330 1,172,591

貸倒引当金 △81 △39

流動資産合計 8,306,523 8,303,247

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,743,698 5,784,138

土地 1,669,085 1,674,532

その他（純額） 420,534 83,996

有形固定資産合計 7,833,319 7,542,667

無形固定資産 51,293 50,260

投資その他の資産   

長期貸付金 － 1,254,612

建設協力金 1,209,005 －

差入保証金 1,293,159 1,234,529

その他 1,143,183 1,071,159

貸倒引当金 △69 △168

投資その他の資産合計 3,645,278 3,560,134

固定資産合計 11,529,891 11,153,062

資産合計 19,836,414 19,456,309



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,200,770 4,132,847

短期借入金 843,000 896,586

未払法人税等 589,628 835,357

賞与引当金 75,480 113,360

その他 993,590 1,092,817

流動負債合計 6,702,470 7,070,968

固定負債   

長期借入金 2,000,000 2,754,232

その他 657,433 277,514

固定負債合計 2,657,433 3,031,746

負債合計 9,359,903 10,102,715

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,545,329 1,545,329

資本剰余金 1,707,009 1,707,009

利益剰余金 7,529,708 6,293,212

自己株式 △311,590 △200,669

株主資本合計 10,470,456 9,344,881

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 887 4,012

少数株主持分 5,166 4,699

純資産合計 10,476,511 9,353,593

負債純資産合計 19,836,414 19,456,309



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年６月１日 
 至 平成21年２月28日) 

売上高 53,631,645

売上原価 41,233,103

売上総利益 12,398,541

販売費及び一般管理費 9,710,138

営業利益 2,688,402

営業外収益  

受取利息 28,214

受取配当金 397

その他 16,730

営業外収益合計 45,342

営業外費用  

支払利息 58,447

保険解約損 12,265

その他 8,119

営業外費用合計 78,831

経常利益 2,654,913

特別利益  

貸倒引当金戻入額 42

特別利益合計 42

特別損失  

投資有価証券評価損 749

減損損失 7,501

特別損失合計 8,250

税金等調整前四半期純利益 2,646,704

法人税、住民税及び事業税 1,290,595

法人税等調整額 △50,093

法人税等合計 1,240,501

少数株主利益 467

四半期純利益 1,405,735



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年６月１日 
 至 平成21年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 2,646,704

減価償却費 665,823

賞与引当金の増減額（△は減少） △37,879

貸倒引当金の増減額（△は減少） △56

受取利息及び受取配当金 △28,612

支払利息 58,447

建設協力金の家賃相殺額 69,037

預り建設協力金の家賃相殺額 △12,616

減損損失 7,501

売上債権の増減額（△は増加） 8,209

たな卸資産の増減額（△は増加） 132,739

その他の流動資産の増減額（△は増加） △34,285

仕入債務の増減額（△は減少） 67,923

その他の流動負債の増減額（△は減少） △148,542

その他の固定負債の増減額（△は減少） 24,605

その他 24,152

小計 3,443,150

利息及び配当金の受取額 8,687

利息の支払額 △58,937

法人税等の支払額 △1,524,369

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,868,531

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △1,500,053

有形固定資産の取得による支出 △803,208

有形固定資産の売却による収入 3,212

無形固定資産の取得による支出 △6,666

差入保証金の差入による支出 △71,405

差入保証金の回収による収入 12,776

建設協力金の支払による支出 △44,314

短期貸付けによる支出 △192,000

短期貸付金の回収による収入 192,000

その他 △15,210

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,424,870

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △639,000

リース債務の返済による支出 △17,176

自己株式の取得による支出 △110,921

配当金の支払額 △169,086

財務活動によるキャッシュ・フロー △936,185

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,492,524

現金及び現金同等物の期首残高 4,886,686

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,394,162



 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自平成20年６月１日 至平成21年２月28日）  

小売事業の売上高の合計、営業利益の金額の合計に占める割合が、いずれも９０％を越えており、また、当該セ

グメン以外に開示基準に該当するセグメントはありませんので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略いて

おります。  

  

当第３四半期連結累計期間（自平成20年６月１日 至平成21年２月28日）  

本邦以外の国又は地域に存在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。  

  

当第３四半期連結累計期間（自平成20年６月１日 至平成21年２月28日）  

海外売上高がないため、該当事項ありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記 

（５）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

〔所在地別セグメント情報〕 

〔海外売上高〕 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

  



「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

  

科目 

前第３四半期連結累計期間
（自 平成19年６月１日 
  至 平成20年２月28日） 

金額（百万円）

Ⅰ 売上高  47,094

Ⅱ 売上原価  36,172

 売上総利益  10,921

Ⅲ 販売費及び一般管理費  9,118

 営業利益  1,803

Ⅳ 営業外収益      

１ 受取利息   21

２ 受取配当金   0

３ 保険解約金収入  14

４ 違約金収入  4

５ その他  7

Ⅴ 営業外費用      

１ 支払利息  67

２ その他  10

 経常利益  1,773

Ⅵ 特別利益  0

  税金等調整前四半期純利益  1,773

  法人税、住民税及び事業税  841

  法人税等調整額 △14

   少数株主利益 △4

  四半期純利益  950



（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

  

  

  
前第３四半期連結累計期間
（自 平成19年６月１日） 
  至 平成20年２月28日）  

区分 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー      

税金等調整前四半期純利益  1,773

減価償却費  650

減損損失  0

賞与引当金の増減額（△減少） △13

貸倒引当金の増減額（△減少） △0

受取利息及び受取配当金 △21

支払利息  67

長期貸付金の家賃相殺額  65

長期借入金の家賃相殺額 △12

売上債権の増減額（△増加）   2

たな卸資産の増加額 △426

その他流動資産の増加額 △134

仕入債務の増加額   72

その他流動負債の増加額  124

その他固定負債の増加額  62

その他   18

小計  2,229

利息及び配当金の受取額  9

利息の支払額  △58

法人税等の支払額  △1,224

営業活動によるキャッシュ・フロー  956

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー      

定期預金の預入による支出  △0

投資有価証券の取得による支出  △20

有形固定資産の取得による支出  △1,020

無形固定資産の取得による支出  △1

差入保証金の払込による支出  △104

差入保証金の回収による収入  8

その他  △80

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,218

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

長期借入れによる収入   30

長期借入金の返済による支出  △444

株式の発行による収入   1

自己株式の取得による支出  △130

配当金の支払額  △171

財務活動によるキャッシュ・フロー △715

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 －

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額（△減少） △977

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  4,415

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高  3,437
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